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 令和２年度 社会科 １年歴史 年間指導計画・評価計画 

＜１＞ 教科の目標 

 広い視野に立って、社会に対する関心を高め、諸資料に基づいて多面的・多角的に考察し、我が国の国土と歴史に

対する理解と愛情を深め、公民としての基礎的教養を培い、国際社会に生きる平和で民主的な国家・社会の形成者と

して必要な公民的資質の基礎を養う。 

＜２＞ 歴史的分野の目標 

（１）歴史的事象に対する関心を高め、我が国の歴史の大きな流れを、世界の歴史を背景に、各時代の特色を踏 

まえて理解させ、それを通して我が国の伝統と文化の特色を広い視野に立って考えさせるとともに、我が国の 

歴史に対する愛情を深め、国民としての自覚を育てる。 

（２）国家・社会及び文化の発展や人々の生活の向上に尽くした歴史上の人物と現在に伝わる文化遺産を、その 

時代や地域との関連において理解させ、尊重する態度を育てる。 

（３）歴史に見られる国際関係や文化交流のあらましを理解させ、我が国と諸外国の歴史や文化が相互に深くか 

かわっていることを考えさせるとともに、他民族の文化、生活などに関心をもたせ、国際協調の精神を養う。 

（４）身近な地域の歴史や具体的な事象の学習を通して歴史に対する興味・関心を高め、様々な資料を活用して 

 歴史的事象を多面的・多角的に考察し公正に判断するとともに適切に表現する能力と態度を育てる。 

＜３＞ 評価の観点及びその趣旨 

社会的事象への 

関心・意欲・態度 

歴史的事象に対する関心を高め、それを意欲的に追究し、広い視野に立って我が

国の伝統と文化について考え国民としての自覚をもとうとする。 

社会的な思考・判断・表現 歴史的事象から課題を見いだし、我が国の歴史の大きな流れや各時代の特色など

を多面的・多角的に考察し、公正に判断して、その過程や結果を適切に表現して

いる。 

資料活用の技能 年表や歴史地図、映像など歴史に関する様々な資料を収集し、有用な情報を適切

に選択して、読み取ったり図表などにまとめたりしている。 

社会的事象についての 

知識・理解 

我が国の歴史の大きな流れを、世界の歴史を背景に、各時代の特色を踏まえて理

解し、その知識を身に付けている。 

＜４＞ 観点別評価の評価基準と評定 

    

 

 

 

 

 

評 定 

 ５ 十分に満足できる状況であるもののうちで、特に程度の高いもの。（９０％以上） 

 ４ 十分満足できる状況である。（８０％以上） 

 ３ おおむね満足できる状況である。（５０％以上） 

 ２ 努力を要する状況である。（５０％未満） 

 1 一層努力を要する状況である。（２０％未満） 

＜５＞ 指導上の配慮事項 

 ①思考力・判断力・表現力の育成。→生徒の言語活動を充実させる指導。 

 ②自主的・自発的な学習の促進。 →体験的な学習や問題解決的な学習。  発展的な学習 

 ③学習の見通しを立てたりする学習。 学習を振り返ったりする学習。 

 ④個に応じた指導の充実。→ 個別指導 グループ別指導  繰り返し指導  

生徒の興味・関心に応じた課題学習 コンピュータを活用した学習  補充的な学習 

観点別 

評価基準 

 Ａ 十分に満足できる状況である。（８０％以上） 

 Ｂ おおむね満足できる状況である。（５０％以上） 

 Ｃ 努力を要する状況である。（５０％未満） 
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社会科 １学年 歴史的分野 年間指導計画・評価計画 

月 単元名 

指導時数 

◇ねらい○学習課題 

☆学習活動 

評価の観点 ・評価規準 

関 思 資 知 （評価の方法） 

６ 

 

第１章 

歴史の移り変

わりを考えよ

う 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○どんな時代にどんな人がどんなこと

をしていたのだろう。 

◇歴史上の人物や出来事などについて

調べたり考えたりする活動を通して，

時代区分や時代の移り変わりに気付

かせる。 

◇中学校の歴史学習の導入として，歴史

に対する興味・関心や歴史を学ぶ意欲を

高める。 

◇歴史上の人物や出来事などについて，

調べたり考えたりする活動を通して，

歴史を学ぶ意欲を高める。 

◇日本の歴史の移り変わりに気付き，年

代の表し方や時代区分について基本

的な事項を理解する。 

☆歴史上の人物について調べたことを

まとめ、カルタを作成する。 

 

☆作成したカルタを使い、カルタ取りを

行う。 

 

● 

 

 

 

 

 

 

 

● 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 

 

 

 

 

● 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 

 

 

 

● 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 

・日本の歴史上の人物や出来事

などについての関心を高め，

意欲的に学ぼうとしている。

（関）（授業観察） 

・歴史上の人物や出来事などに

ついて調べたり考えたりし

て，その過程や結果を適切に

表現している。（思）（ノー

ト・カルタ） 

・図書室やインターネットを活

用して，意欲的に資料を収集

し，まとめている。（関）（ノ

ート） 

・まとめたことを的確にカルタ

に表現している。（資）（カル

タ） 

・年代の表し方や時代区分につ

いての基本的な事項を理解

し，大きな時代の移り変わり

に気付いている。（知）（時代

名暗唱テスト） 

・意欲的に活動に取り組んでい

る。（関）（授業観察） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第２章 

原始・古代の

日本と世界 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇日本列島において人々の生活が始ま

り，やがて国家が形成されていった過

程のあらましを，東アジアの動きと関

連付けて理解させる。 

◇大陸の文物や制度を積極的に取り入

れながら国家のしくみが整えられ，そ

の後，天皇・貴族の政治を展開した古

代までの日本の流れを大きくとらえ

させる。 

◇古代の日本において，国際的な要素を

持った文化からやがて文化の国風化

が進んでいくことを，代表的な事例を

取り上げて理解させるとともに，日本

の文化財に対する関心を持たせる。 
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月 単元名 

指導時数 

◇ねらい○学習課題 

☆学習活動 

評価の観点 ・評価規準 

関 思 資 知 （評価の方法） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８ 

 

 

 

 

 

 

 

 

１節 

人類の出現と

文明のおこり 

 

 

 

 

 

 

２節 

日本の成り立

ちと倭の王権 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３節 

大帝国の出現

と律令国家の

形成 

 

 

 

 

４節 

貴族社会の発

展 

 

 

 

 

 

 

○環境の変化とともに人類はどのよう

に進化してきたのだろうか。 

◇人類が進化してきた過程や人類の特

徴を理解する。 

○世界の古代文明はどのような場所で

おこり、宗教はどのような地域で生ま

れたのか。 

◇農耕・牧畜によって社会が変化し，文

明がおこったことに気付く。 

○縄文時代と弥生時代の違いは何だろ

うか。 

☆縄文時代と弥生時代の資料を比較し、

違いを話し合う 

○大きな古墳はなんのためにあるのか。 

○なぜ大和朝廷は中国に使いを送った

のか。 

◇日本の国家が形成されていく過程の

あらましを，東アジアとのかかわりを

通してとらえる。 

◇大和地方を中心に国内が統一された

ことを，古墳の広まりを通して理解す

る。 

 

 

○聖徳太子はどのように国を治めよう

としたのか。 

◇聖徳太子の政治について調べ，その政

治が何をめざしていたのかを，話し合

う。 

○天智天皇は外国に対し、どのような政

策をたてたのか。 

◇7 世紀の東アジアの動きについて理解

する。 

☆律令の制定，都の造営，地方への支配

の広がりなどを通して，古代国家の特

色について話し合う。 

◇班田収授法についてまとめ，奈良時代

の人々の生活の実態を理解する。 

 

● 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 

 

 

 

 

 

 

 

● 

 

 

 

 

 

 

● 

 

 

 

 

 

● 

 

 

 

 

● 

 

 

 

● 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 

 

 

 

 

 

● 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 

 

● 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 

 

 

 

 

 

 

● 

 

 

● 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 

 

 

 

 

 

● 

 

 

 

 

● 

 

 

● 

 

● 

 

 

 

 

● 

 

・人類の進化の過程について，そ

の概略をとらえている。（知）

（テスト） 

・文字や金属器の使用など，世界

各地でおこった文明の共通点

について考察している。（思）

（ノート） 

・仏教，キリスト教，イスラム教

の特色を大まかにとらえてい

る。（知）（テスト） 

・様々な遺物や遺跡の発掘など考

古学の成果に関心を持ってい

る。（関）（授業観察） 

・様々な資料から，縄文時代と弥

生時代の生活の特色について，

とらえている。（資）（授業観

察・ノート） 

・中国の文献などから，国家が形

成されていく過程について考

察している。（思）（授業観察） 

・遺物・遺跡などの具体的な資料

を通して，古墳文化の特色をとら

えている。（資）（ノート） 

 

・聖徳太子の政治の目的について

考察し，その結果を適切に表現

している。（思）（授業観察・ノ

ート） 

・大化の改新から律令国家の確立

に至るまでの経過を年表に的

確にまとめている。（資）（年表） 

・平城京について調べ，天皇・貴

族の力の大きさや中国の影響

について考察している。（思） 

・貴族と農民の食事や住居を比較

して，奈良時代の人々の生活の

様子を読み取っている。（技能） 
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月 単元名 

指導時数 

ねらい・学習課題 

学習活動 

評価の観点 評価規準 

関 思 資 知 評価の方法 

９ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

古代の大観 

 

 

 

 

 

 

第３章 

中世の日本と

世界 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○聖武天皇はなぜ大仏を建てたのか。 

◇律令制度の基盤である公地・公民の制 

がくずれ始めた理由を考える。 

☆関心ある寺院や仏像について調べ，天

平文化の特色をまとめる。 

○桓武天皇はどのような政治をしたの

か。 

◇平安遷都の理由・意義や，平安時代初

めの政治の特色について理解する。 

○なぜ藤原氏が摂政か関白を独占でき

たのか。 

☆摂関政治について調べ，藤原氏が摂政

や関白の地位を独占できた理由を話

し合う。 

◇国風化した文化の特色を，代表的な事

例を取り上げて理解する。 

 

 

◇古代を東アジアとの関係から大観す

る。 

☆日本につたわったものをカードにま

とめ、年表を作成する。 

☆年表を参考に、古代の特色を自分の言

葉で考えグループでまとめ、発表す

る。 

◇武家政権が誕生して，武士の支配がし

だいに全国に広まり武家社会が発展

していったという大きな時代の流れ

を理解させる。 

◇モンゴルの襲来，日明貿易，琉球の国

際的役割など，この時代に東アジア世

界と密接なかかわりがみられたこと

や，それが国内の政治に影響を及ぼし

たことを理解させる。 

◇畿内を中心とした都市や農村に自治

的なしくみが生まれたというこの時

代の大きな変化の原因を，農業をはじ

めとする諸産業の発達などの視点か

ら考えさせる。 

 

 

 

 

● 

 

 

 

● 

 

● 

 

● 

 

 

 

 

 

 

● 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 

 

● 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 

 

● 

 

 

 

 

 

 

● 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・口分田の不足から墾田永年私財

法が出され，公地・公民の制が

くずれていった経過を理解し 

ている。（知）（テスト） 

・天平文化の寺院や仏像について

意欲的に調べ，関心を持ってい

る。（関）（ノート） 

・桓武天皇の政治について，その

目的，内容，結果を理解してい

る。（知）（テスト） 

・系図などの資料から，藤原氏が

勢力を強めていった過程を読

み取っている。（資）（授業観

察・ノート） 

・仮名文字の成立や平安時代の文

学作品を取り上げ，この時代の

文化の特色を理解している。

（知）（テスト） 

・東アジアが古代の日本に与えた

影響をカードを使い、自分の言葉

で古代の特色を表現している。

（資・思）（ノート） 
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◇武士や民衆の活力を背景にして生み

出された新しい文化の特色を，代表的な

事例を取り上げてとらえさせ，その中で

現在に結び付くものに関心を持たせる。 

 

 

 

 

月 単元名 

指導時数 

◇ねらい○学習課題 

☆学習活動 

評価の観点 評価規準 

関 思 資 知 評価の方法 

11 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12 

 

 

 

 

 

 

 

 

１節 

世界の動きと

武家政治の始

まり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２節 

ゆれ動く武家

政治と社会 

 

 

 

 

 

 

◇平安時代の中ごろに登場した武士が

しだいに勢力を広げたことを，地方や

都で起きた戦乱の様子などから理解

する。 

◇荘園と公領からなる新しい土地制度

の広がりと，武士の成長との関連につ

いて考える。 

○なぜ、武士は鎌倉幕府を支持し、鎌倉

幕府は 150年間も続いたのか。 

◇武家政権が東国に生まれ，支配力を広

げていった様子を，幕府と朝廷の関係

などから理解する。 

☆将軍や執権と御家人の関係に着目し

て，武家政権の特色を話し合う。 

 

◇農業技術や手工業・商業の発達による

生活の向上がもたらした社会の変化

について考える。 

◇鎌倉時代の建築物・彫刻・文学作品な

どを調べ，鎌倉文化の特色をまとめ

る。 

 

☆鎌倉時代の仏教の特色を理解し，それ

が広まった理由を話し合う。 

 

 

 

○なぜ、鎌倉幕府は武士の支持を失った

のか。 

☆鎌倉幕府が滅亡した理由を考え、話し

合う。 

◇建武の新政から南北朝の動乱に至る

経過を理解する。 

◇室町幕府と鎌倉幕府のしくみを比較

して，その特徴をとらえる。 

 

● 

 

 

 

 

 

 

● 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 

● 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 

 

 

 

 

● 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・武士が成長していった理由

を，荘園と公領からなる新し

い土地制度や政治の動きと

の関連から考察している。

（思）（ノート） 

 

 

・「北条政子のうったえ」など

から朝廷と幕府の勢力関係，

将軍と御家人の関係を考察

している。（思）（授業観察） 

・絵巻物などの資料から，武士

の生活の様子を読み取って

いる。 

（資）（ノート）（テスト） 

・鎌倉時代の農業技術や手工

業・商業の発達とそれにとも

なう生活の向上について理

解している。（知）（テスト） 

・鎌倉時代の文化について意欲

的に調べ，関心を持ってい

る。（関）（授業観察） 

・鎌倉仏教が多くの人々の心を

とらえて広まったことを，教え

の特色や社会の動きと関連さ

せて考察している。（思）（授業

観察・ノート） 

・モンゴルの襲来が国内の政治に

及ぼした影響を，御家人の動き

から考察している。（思）（ノー

ト） 

・建武の新政から南北朝の動乱に

至る経過や，動乱がもたらした

武家社会の変化を考察してい

る。（思）（授業観察・ノート） 
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月 単元名 

指導時数 

ねらい・学習課題 

学習活動 

評価の観点 評価規準 

関 思 資 知 評価の方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇東シナ海をはさんだ中国・日本・朝鮮

の結び付きや，蝦夷地の動きをとらえ

る。 

◇琉球と蝦夷地の人々の交流や結び付

きについて理解する。 

◇農業や商業・手工業などが発達し，民

衆の力が伸びてきたことを理解する。 

◇畿内を中心に自治的な組織が生まれ

たことを，土一揆などの様子から理解

する。 

○なぜ、戦乱の時代が始まったのだろう

か。 

◇応仁の乱の原因や経過，その後の社会

に及ぼした影響について理解する。 

◇戦国大名の登場とその支配について，

応仁の乱や下剋上の風潮から考える。 

◇代表的な事例を取り上げて，室町時代

の文化の特色を理解する。 

◇この時代に生まれた文化で現代に受

け継がれているものに関心を持つ。 

 

 

◇時代の転換の様子をとらえる。 

○中世の政治の主役は誰だろうか。 

☆古代の政治と中世の政治の違いを書

き出し、比較して、中世の政治の特色を

考える。 

● 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 

 

 

 

● 

 

 

● 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 

 

 

 

 

 

 

● 

 

 

 

 

 

 

 

● 

 

 

 

 

● 

 

 

 

 

 

● 

 

 

 

● 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・日明貿易，琉球の国際的役割，

蝦夷地の動きなどを地図にま

とめている。（資）（ノート） 

 

・農業や商業・手工業の発達が当

時の社会に及ぼした影響につ

いて考察している。（思）（授業

観察） 

・村のおきてや一揆の碑文などの

資料から，民衆の成長の様子を

読み取っている。（資）（授業観

察・テスト） 

・自分たちが住む地域の戦国大名

に関心を持ち，意欲的に学習し

ている。（関）（授業観察） 

・戦国大名の分布図から，下剋上

の風潮が全国に広がったこと

を読み取っている。（資）（ノー

ト） 

・武家文化と公家文化の融合な

ど，室町時代の文化の特色をとら

えている。（知）（テスト） 

・既習の知識を活用して考え、自

分の言葉でまとめ、発表してい

る。（思）（授業観察） 

・中世の政治の特色を根拠をもっ

て自分なりにとらえている。（知）

（ノート・テスト） 

２ 

 

第４章 

近世の日本 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇織田・豊臣および江戸幕府の諸政策を

通して新しい安定した社会が生まれ，

その社会が長く続いたことを理解さ

せる。 

◇ヨーロッパ文化の伝来や東南アジア

各地への日本人の渡航などの対外関

係が活発な時期から，外国との交渉が

限定された時期へと移っていったこ

とを理解させる。 

◇安定した社会が次第に変化し，行き詰

まっていく原因について，社会のしく

みや経済の変化などから考えさせる。 

● 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 

 

 

● 

 

 

 

● 

 

 

 

 

● 

 

 

 

 

 

 

● 

 

 

 

 

● 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



９０ 

 

 

 

 

 

 

 

 

１節 

結びつく世界

との出会い 

（４時間） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇産業や交通が著しく発達し，町人文化

や各地方の生活文化が形成されていっ

た様子を，今日に残る文化財や史料など

から把握させ，文化的遺産を尊重する態

度を育てる。 

 

 

◇イスラム教の広がりや宗教改革など

によって，ヨーロッパや西アジアで起

きた動きの概略を理解する。 

◇ヨーロッパ人が新航路を開いた目的

を，おもにヨーロッパとアジアの関係

から考える。 

◇ヨーロッパの世界進出の影響につい

て，アメリカ大陸とアフリカを中心に

考える。 

◇南蛮人が日本にもたらしたものにつ

いて，図版から読み取らせる。 

◇この時代に伝わった鉄砲とキリスト

教が，日本の社会に広まった理由を考

える。 

 

● 

 

 

 

 

 

 

● 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 

 

● 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 

 

● 

 

● 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・イスラム教の広がりがヨーロッ

パに及ぼした影響や，宗教改革

の動きのあらましを理解し，そ

の知識を身に付けている。（知

識・理解） 

・「16 世紀ごろの世界」から世界

の一体化を読み取るなど，歴史

地図を活用している。（技能） 

・ヨーロッパの世界進出がアメリ

カ大陸やアフリカに及ぼした

影響について考察し，その過程

や結果を説明している。（思

考・判断・表現） 

 

３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２節 

天下統一への

歩み 

（３時間） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇信長と秀吉の統一事業の過程を，その

経済政策，宗教政策などと関連させな

がら理解する。 

◇数多くの大名のなかで，織田信長や豊

臣秀吉が統一事業を成し遂げること

ができた理由を考える。 

◇太閤検地と刀狩によって，それまでと

どのような点で異なった社会が生ま

れたのかを考える。 

◇朝鮮侵略のあらましと，その後の日本

に与えた影響に関心を持つ。 

◇桃山文化の特色を建築・絵画・芸能な

どから理解し，その特色が生まれた理

由を考える。 

◇ヨーロッパ人の来航によって生まれ

た物資や文化の交流の様子と，その影響

を理解する。 

 

 

 

 

● 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 

 

 

 

 

 

 

● 

 

 

 

● 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 

 

● 

 

 

 

 

● 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・「南蛮人渡来図屏風」に描かれたものか

らその様子を読み取り，南蛮貿易やキ

リスト教の広がりの理解に活用してい

る。（技能） 

・鉄砲とキリスト教の伝来，南蛮貿易が

日本の社会に及ぼした影響について，

考察し，説明している。（思考・判断・

表現） 

・信長と秀吉による統一事業の過程やそ

の政策のあらましを理解し，その知識

を身に付けている。（知識・理解） 

・世の中に全国統一への気運が生まれた

理由を，それまでの日本の歴史の流れ

などから考察し，年表などにまとめて

いる。（思考・判断・表現） 

・兵農分離の政策によって社会の枠組み

がどのように変化したかを，中世の社

会と比較して考察し，説明している。

（思考・判断・表現） 

・豊臣秀吉に対する日本と朝鮮での評価

の違いに関心を持ち，朝鮮侵略につい

て意欲的に調べている。（関心・意欲・

態度） 

・桃山文化の特色を，生活に根差した文

化の広がりや武将・豪商の経済力など

の時代背景から考察し，適切に表現し

ている。（思考・判断・表現） 

 


